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温 分 布 と 照合 し た 結果 , 本 種 の 土着 越冬 域 は 概ね 1 月 の 平均 気温 3*C ょ り 高 温 側 で ある と 想定 され た . 
3) 非 越冬 地 で の 夏 か ら 秋 に か け て の 発生 は , な ん ら か の 形 で の 移動 に よる 2 次 的 発生 と 考え られ た . 
冒頭 に 記し た 背景 か ら , これ ら の 移動 は ウラ ナミ シン ジミ や 他 の 昆虫 の 場合 に 論議 され て いる よう に , 春 
の 日 本 海 低 気 圧 な ど 前 線 を 伴っ た 温帯 低 気 圧 に 吹き 込む 南西 風 に よる 可能 性 を 考慮 し , 非 越生 と みな せ 
る 春の 記録 と その 数 日 前 か ら 当 日 まで の 天気 図 と を 照合 し た 結果 , 1978<81 年 の 13 例 の うち 9 例 と , 
地上 及び 850 mb 人 等 圧 面 (上 空 1500m 付近 ) の 天気 図 と の 良好 な 関連 が 示唆 され た . 

な お 演者 ら は 本 種 の 標識 に よる 移動 調査 を 実施 中 だ が , 各地 で の 更 な る 研究 が 望ま れる . 


10. ホソ オチ ョ ウ の 発育 速度 と 光 周 反応 谷 普 (関東 ) 
ホソ ッ オ チョ ツウ Sericinus montelag は アジ ア 大 陸 東 北部 の 温帯 地域 に 広く 分 布 し て いる が , 日 本 で は 
1979 年 に 東京 都 日 野市 で 発見 され て 以来, 神奈 川 県 藤野 町 ・ 山 梨 県 大 月 市 な ど で 毎年 発生 を 繰り か え し 
て いる . これ まで 迷 蝶 と し て 報告 され た 多く の 種 は ほとん ど 土 着 に 失敗 し て いる が , 本 種 は 一 応 土着 に 
成功 し た と 思わ れる . 本 研究 の 目的 は 本 種 が 日 本 の 気候 の 季節 変化 に 対し どの よう な 前 適応 を 持っ て い 
た か , さら に 日 本 産 の ホソ オチ ョ ウ の 「 ぁ ふる さと 」 は どこ で ある か を 明らか に する こと で ある . この た 
め に 関東 支部 の 松 香 氏 よ り 提 供 さ れ た 3 雌 (本 年 8 月 下旬 に 藤野 町 で 採集 ) を ウマ ノ ス ズ クサ を 用 いて 
採卵 し , 以下 の 実験 を 行っ た . 1) 発育 速度 長 日 ・ 恒 温 条 件 (16°C, 19?C, 22?C, 25°C) で 飼育 し , 
卵 期 , 幼虫 期 , 端 期 を 調べ た . 幼虫 に は 食餌 植物 と し て ウマ ノ ス ズ クサ を 与え た . この 結果 より , 各 発 
育 段 階 の 発育 限界 温度 と 有効 積算 温度 を 求め た . 2) 光 周 反応 幼虫 を 12.5L か ら 16L まで の 異な る 
7 つの 日 長 条 件 で 飼育 し て 遇 の 休眠 率 を 調べ た (温度 22~30°C). 本 種 は 長 日 型 の 反応 を 示し , 臨界 日 
長 は 13.5 時 間 と 14 時 間 の 間 に あ る こと が わか っ た . この 了 臨界 日 長 は 三枝 ら (1972) に よる ソウ ル 付 近 
の 個体 群 の も の と ほぼ 同様 な 値 と な っ た . 

以上 の 実験 結果 より , 本 種 の 野外 に お ける 生活 環 を 推定 した. 東京 付近 で は 年 4 世代 で うま く 生 活 環 
を 完結 で きる こと が わか っ た . 大 陸 に お いて も 季節 変化 に 生活 環 を うま く 合 わせ られ る の は や は り 北 緯 
35° 付近 に 限定 され る 可能 性 が 高い と 思わ れる . これ ら に より 日 本 の ホソ オチ ュ ウ は 朝鮮 半島 の 個体 群 
を 起源 と し て いる と 思わ れる . 


11. 北 ボ ルネ オ の 蝶 の 生活 (3) 一 一 熱帯 の 蝶 の 季節 性 を さぐる 石井 実 (近畿 ) 

「 常 夏 の 地 」, 熱帯 地方 で は 一 年 中 木 が 茂り 花 が 咲き , いつ で も 蝶 の 姿 を 見 る こと が で きる . 実際 , 各 
月 の 平均 気温 は 一 年 を 通じ て ほとん ど 変 ちら な い の で , まる で 熱帯 地方 に は 季節 が ぶな いか の よう に 見 る 
る . けれ と , 注意 深く 観察 する と いた る と ころ に 「 季 節 」 の 断片 を 見 い 出す こと と が で きる . た と えば 
多く の 木 で 開花 , 結実 , 落葉 な ど が 毎年 決ま っ た 時 期 に 起こ る こと は よく 知ら れ て いる . 

喋 に お いて ゃ , 成虫 の 「 季 節 多 型 」 に 季節 を 垣間見 る こと が で きる . 昨年 (1981 年 ) 7~8 月 に Sabah 
州 で 採集 し た キチ ョ ウッ ecgpe の 4 分 の 3 は 雨季 型 , 4 分 の 1 は 乾季 型 で あっ た し , ウス イロ コノ マ 
ん 47. leda も 雨季 型 , 乾季 型 , 中 間 型 の すべ て を 含ん で いた . また , ウス キン シロチョウ C. pomona に は 
^ ム モン , ギン モン の 両 型 が 知ら れ て いる が , 今回 その 両者 及び 中 間 型 を 多数 採集 する こと が で きた . 

一 般 に , 温帯 地方 に お いて は , こと の よう な 季節 多 型 が 主 と し て 日 長 (適当 な 温度 条件 下 で ) に よっ て 
決定 され る こと が 明らか に され て いる . そこ で, ウス キシ ロ チ ュ ョ ウッ の 幼虫 を 自然 日 長 ( 約 14 時 間 ), 10 
時 間 日 長 下 で 飼育 する こと に よっ て この 蝶 の 季節 多 型 の 発現 機構 を 調べ た . 幼虫 期 の 密度 が この 蝶 の 季 
節 多 型 決定 に 効く の で は な いか と いう 示唆 も ある の で , 各 日 長 区 と も ゃ 単独 区 と 密度 区 (1 容器 3 個体 ) 
を も うけ た . その 結果 , 1) 自然 日 長 区 で は すべ て の 個体 が へ モン 型 に な る が , 10 時 間 日 長 区 で は ム モ 
ン 型 の 他 中 間 型 が 得 ら れる こと , 2) 飼育 密度 は 成虫 の 型 と は 無関係 と 思わ れる が , 幼虫 期 の 短縮 , 幼 
虫 の 黒 化 , 皮 の 小型 化 を 引き 起こ すこ と が わか っ た . これ ら の こと か ら , ギン モン 型 こ そ 得 ら れ な か っ 
た が , 熱帯 の ウス キン ロ チ ョ ウ に お いて も , や は り 幼 虫 期 の 日 長 が 成虫 の 型 の 決定 に 重要 らし いと いう 
示 吹 が 得 ら れ た . し か し , サバ 州 の 緯度 は 約 5 度 な の で , 日 長 の 年 変化 幅 は せい ぜ い 約 40 分 で ある . 
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ッ 導 后 の 多 型 の 決定 機構 を 日 長 条件 だ け で 説明 する の は むず か し いか も ゃ 知れ な い . 
な お, ナガ サキ アゲ へ ア . memnon と シロ オビ アゲ へ ア . po が fes の 幼虫 を 自然 日 長 , 10 時 間 日 長 下 
で 飼育 し た が , 両 種 と も 日 長 条件 に よる 幼虫 期 , 由 期 の 差 は 認め られ な か っ た 


12. ソ連 邦 コ ー カ サス 地方 の 蝶 木暮 到 (関東 ) ・ 高 橋 真 弓 (東海 ) 
演者 ら は 1979 年 7 月 22 日 か ら 29 日 の 間 , 他 に 通訳 を 含め て 8 名 の メン バー と 共に ソ連 コー カサ 
ス 地 方 で 蝶 ・ 甲 虫 ・ ト ン ポ 類 の 分 布 ・ 生 態 調査 を 行っ た . 甲虫 ・ ト ン ポ 類 等 は それ ら の 関連 学会 に 報告 
され る は ず で , ここ で は 蝶 の 関係 に つい て 調査 結果 を 報告 する . 
1. 行 程 

成田 みつ モ スク ワー ミネ ラル ヌィ エ ・ ヴ ォ ド ゥ イー ビ ヤ チ ゴル スク ー ド ン バ イ (4 泊 , 中 3 日 は トゥ ル 
ィ エ 湖 , ジャ マガ ー ト , セ ヴ ェ ル メ ヌィ イ ・ プ リュ ト の 3 地点 ) つ スタ ヴ ロ ポル つ ー ミネ ラル ヌィ エ ・* ヴォ 
ドゥ イー モス クウ ワー 成田 
2. お も な 採集 地点 の 生態 的 環境 

ピ ヤ チ ゴ ルス ク : ロ シ ャ の 平原 の 乾燥 し た 小 都市 . Pieris が 主 な 採集 品 . 他 に Thecla beturae, Quer- 
qusia quercus. 

ドン バイ : コー カサ ス 山 脈 標高 1600m に ある ホテ ル 和 群 . 周囲 は 針葉樹 林 . 

トゥ ル ィ エ 湖 : アリ ベク 氷河 の 末端 . 標高 2200m に せき と め ら れ た 小さ な 湖 . ここ まで の 途中 は 森 
林 だ が , 2 か 所 大 き な 草 原 が あり , 蝶 の 多 さ は 全 行 程 中 随 一 

ジャ マガ ー ト : ドン バイ より 下流 の チェ ベル ダ か ら 入 っ た 渓谷 沿い の 草原 と 牧草 地 . 途中 に 一 部 分 森 
林 も ある . 標高 1600 m. 
地 . 
3. 採集 し た 蝶 の 属 ・ 種 の 数 ( 科 名 略 ) 

セセリ : 6 属 11 種 アゲ へ ハ : 3 属 4 種 , シロ チョ ウゥ ウ : 8 属 16 種 シジミ : 21 属 28 種 , タテ ハ : 
18 属 24 種 , ジャノメ: 9 属 11 種 . 
4. コー カサ ス 地 方 の 蝶 相 の 特色 

採集 され た の は 65 属 94 種 で 。 その 80% 73 種 が 草原 的 環境 で 得 ら れ た . 本 州 中 部 南ア アン プス で は 
章 原 性 と 森林 性 の 比 は 26% 対 46% で ある . 

日 本 と の 共通 属 は 37 属 38%, 共通 種 は 25 種 27 に すぎ ず , や は り “遠い 国 " で ある 


13. 静岡 県 お よび 山梨 県 に お ける ミヤ マシ ジミ の 生息 環境 清 邦 意 (東海 ) 

静岡 ・ 山 梨 県 の ※ ヤ マシ ジミ は 沖積 地 に お いて は 大 河川 の 河川 敷 あ る い は 堤防 上 に 生息 し て いる が , 
すべ て の 大 河川 に 分 布 し て いる わけ で は た ない. 本 種 の 分 布 する 河川 敷 は 際 が 多く , 中 ・ 低 位 面 に は カッ 
ラ ハ ハ ュ コ , メド ハギ た など, 高位 面 に は スス キ , クズ な ど が 茂り , 食餌 植物 で ある コマ ツナ ギ は 高位 面 の 
中 で も 10~30 cm くら い の 春 が 多く 堆積 し て いる 部 分 に 大 き な 和 群落 が で き て いる . コマ ツナ ギ は 多年 
生 小 低木 な の で , し ば し ば 増水 に よっ て 破壊 され る 所 で は 大 き な 和 群落 を つく る に 至ら ず , か と いっ て あ 
まり 長期 間 破壊 きれ る こと の な い 所 で は や が て は スス キ , クズ に お お われ て し まう ら . そこ で 「 比 較 的 長 
期間 安定 し , 乾燥 その 他 の 理由 で 植物 群落 の 遷移 の 進行 が 妨げ られ る 所 」 す な わ ち 河川 敷 で は 「 高 位 面 
の 訂 の 多い 所 」 が 和 群落 の 発達 する 条件 と いえ る . この よう な 確 の 堆積 し て いる 河川 敷 が つく られ る た め 
に は , 河川 に それ だ け の 運搬 力 が 必要 で あり , ミヤ マン ジミ は 河川 の 勾配 が 0.2% 以上 ある 所 に 分 布 し 
て いる . 堤防 上 の 生息 地 も 人 為 的 に こと の よう な 条件 の 満た され て いる 所 で ある . 





14. 静岡 県 お よび その 周辺 に お ける 照葉樹 林 の ミド リ シ ジ ミ 類 諏 訪 哲 夫 (東海 ) 
静岡 県 お よび その 周辺 に お ける 照葉樹 林 は 海 岩 線 の 標高 0m か ら 内 陸 の 標高 約 900 m の 男 囲 に 分 布 
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